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著

者
タ

ツ

タ

サ

解

氏

に

傘
き
ミ
9
象

と

云

ふ

屬
の

如

何
に

も

｝
箋
鼕

屬
に

近
似

し

て
居

る

事

か

指

摘
し、

後
者
と

別
に

す

る

だ

け

の

價

値
あ

吋

や

否
や

奄
疑
っ

て

居

る

が

私

も

全

く

同
感
で

あ
る

。

或
は
」

鳴

戔
竃

鵬
巾

り

或

者

の

特
に

暗
い

靜
か

な
水

の

中
り

生

活
に

適
す

る

如

く
變

化
し

六

者
が
へ
§
ミ
。、
ミ

で

あ

る

の

で

は
な
い

か

と

思
ふ

。

同

屬
の・
既

知

種
は
總
計

丑

種、

皆
北

米
の

中

部
及

南
部

地

方
の

洞

穴

又

に
泉
等

よ

り

知

ら

れ

て

居

ゐ
。

屡
名

に
よ

る

と、

此

矚
は

ミ
ミ

霙

に

似
て

居
ろ

や

う

で
あ

る

が、

實

拭

前

逋
の

如

く
」
恥

ミ
竃

に

最

も
迸

ゼ

。

　

　

　

　

　
、

　
吾

國

に

於

け
る

産

地
で

私
の

知
つ

て

居

る

り

に
大
津、
　
京
都
及

徳
島
縣

富
岡

地

方

で

何
れ
も

井
の

中
か

ら

見
出

さ

れ
る

。

大

津
京

都
附

近
に

は

寧

ろ

普
通

で

あ
ゐ

。

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

二

月
十

六

日

著
者

追
譫
）

徇
前

號

 

』
G。｝
の

圖
の

下
に

 
染
ミ丶
ミ

藁

ξへ）、
ミ
氓

徳
烏
縣

富
岡

産

φ

×
同

O

と

記

入

で

る

筈

の

葎

不
注
意
で

落

し
ま

し

れ

の

で

御

詑
び
申
上

ま

す
。

（
江

崎）

　
　

　
タ

マ

ガ

ム

シ

の

習
性
及
體
の

脊
を

　
　

下
に

向
け
る

水
棲
昆
蟲

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

高

　
　
橋

　
　
良

　
　
一

　
ガ

ム

シ

科

寓
愚
3
嘗
読

塗
。

の

中
で

形

態
及
習

性
の

最
特

殊
な

も
の

の
一

は

タ

マ

ガ

ム

シ

類

臥、
ミ）
ミ
§
鋤

で

あ

ら
う

。

日

本

本

州

及
臺
灣
島
の

水

草
の

多
い

沼
に

は

此

屬
の
一

種
タ
マ

ガ

ム

シ

L
こ

ヤ

鳩

ミ
檍
仂

籌
鼠
ミ

」塵

国

之
屯

が

見
ら
れ
る

．

然

し
少
い

。

此

昆
蟲
の

圖

は

千

蟲
圖

解
三

の

第
三

十
八
圖

版
に

あ

る
。

　

悟、
亀
忌
駐

の

形
態
に

注

目
し
セ

人

は

め

る

が

其

特
殊
な

習

性

に

注
意
を

拂
っ

た
人

は

無
い

樣
で

あ
る

。

予
は

其

成
蟲
の

習

性

を

觀
察

し
セ

。

　

蓮
動

。

ガ

ム

シ

類
の

成

蟲
は

普
逋
體
の

脊
を

上

に

向
け
て

泳

ぐ
。

叉

泳
ぐ
に

は

杢
て

の

肢
殊
に

中
後

肢
を

用
ひ
る

．

從
て

其

中
後

肢

に

は

水
を

押
す
だ

め

に

長
い

毛
を

有

す
る

。

そ
し
て

後
肢
は

長
い

。

　
　

然
る

に

タ

マ

ガ

ム

シ

の

成
蠹
は
マ

ツ

モ

ム

シ

の

如
ー

常
に

體
の

　

下

面
を

上

に

向
け

て

倒
と
な

つ

て

泳
ぎ、

泳
ぐ
に

は

後
肢
を

用
ひ

　

る

二

と
な

く

之
を

後
方
に

伸
し
て

保
つ

て

全
く
動
か

す
こ

と
な

く

　

前

中

肢
殊

に

左
右
の

中
肢
を
互
に

動
か

し
て

巧

に

泳
ぐ．

從
て

中．

　

肢
に

は

水

を

押
す
に

適
す

る

長
毛
が

あ
る

が

後
肢

に
は

之

が

無
い

…
　
又

後
肢
は

短
い

．

　
　
タ

マ

ガ

ム

シ

の

體
は

孚

球
誠
で

體
の

腹
面
に

空

氣
を

保
つ

か

ら

…
　

倒

と
な

り

輕
い

腹
面
を

上
に

向
け
て

泳
ぐ
に

適
す

る
。

　
　
此

昆
蟲
は

水
中
で

稀
に

植

物
上

或
は

水
底
上

を

歩
行
す

る

こ

と

…
　
が

あ

る

又

甚
稀
に

他
の

多
く
の

小
形

の

ガ
ム

シ

類
の

如
く

倒

と
な

一
　
つ

て

張

力
め

る

水
の

表

面
の

下

面
を

歩
む
こ

と
が

あ

る
。

陸
上

で

　

は

普

通
の

昆
蟲
の

如

く

左
右

の

肢
を
互

に

動
か

し
て

歩
む

が

速
で

　

な

い
．

又

發

達
し

把

後
翅
を
有

す
る

か

ら
飛

行
し

得
る

で

あ

ら
う

。

　
　

靜
止

。

水

中
で

運
動
し
な
い

時
は

他
の

多
（
の

ガ

ム

シ

の
貼
稼

に

　

深
く
水

中
に

て

長
時
聞

靜
止

す
る

こ

と
は
少
ぐ

水

面
に

浮

ぷ

水
草

　

或
は

木

片
等
の

下

面
に

體
の

腹
面
を

接
し
て

靜
止

す
る

こ

と
が

甚

　

多
い

。

又

水

面
に

淨
ぶ

木

片
の

下

面
の

凹

所
に

好
ん

で

入
つ

て

靜

　

止

す
る

。

又

稀
に

體
を

室
中
に

出

し
て

水

面
の

草
の

上

に

靜

止

す

　

る

こ

と
が

あ

る
。

｝
　
　

静

止

中
に

其

草
や

木
片

を
動

か

し

或
は

昆
蟲
の

體
に

輕
く

觸

れ

　

て

も

動
か

な

い
。

叉

草
等
に

靜
止

す
る

時
其

草
を

水
上
に

出
し
て

　

も
昆

蟲
は

そ
の

ま

ま
動
冗
こ

と
な

く

短
時
間

靜
止

を

續
け
る

。

昆

　

蟲
を

水
よ

り

出
し
て

之

を
直

ち
に

地
上

に

置
く

と
短
時

間
肢

を

縮

　

め

て

擬

死
を

す
る

。

然
し

此

擬
死
中
の

も

の

を
水

に

入
れ

る

と

直

　

に

蓮

動
す
る
。

　
　
　
　

　

　

　

　
ρ

●
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呼
吸

法
。

成
蟲
は

水

吻
で

は

室
氣
を
皚
の

腹
面
の

中

央
に

薄
く

保
つ

て

居
る

。

一

般
に

ガ
ム

シ

の

成
蟲
は

前

胸
及
中
胸
と
の

氣
門

の

み
で

室
氣
を

吸
ひ

入
れ
腹
の

七

對
の

氣
門
か

ら

汚
い

室
氣
を
饐

外

に

出
す
（

切
Ho

口

嵐
o
客
⇔

に

從
ふ

。

oD

ε
良
o
。。

書

臣
Φ

ぼ
90

墜
o
｛

夢
Φ

置
話
試
。

国

冠
δ

嘗
出一
伽

器゚

　
扇

≡画

〉

簪
 

民
。

讐

嵐

岳．

属

界

蝦
雛
篶
篠

か

、
タ
。

ガ

．

シ

も

多
分
之

と
同

　

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　一

　

水

中
で

新
し
い

壅

氣
を

得
る

た
め

に

次

の

動
作
を

行
ふ

。

水

面

に

近
づ

き
て

靜

止

し
頭
或
は

頭

と

前
胸
と
を
少

し
く

傾

け
る

。

此

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　　

時

饐
の
噂

側
の

頭

と
前

胸
と
の

境
の

所
は
水

面
に

接
す
る

。

其
時

其
側
の

觸
角
を

伸
し
て

水
面
を

破
り

大

氣
は

體
の

下
面
の

室

氣
に

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　…

逋
じ

新
し
い

室
氣

を
得
る
こ

と
が

出
來
る
。

此
一

回
の

塞

氣
交

換

の

時
間
は

甚
短
く

約
十
秒
以

内
の

こ

と
多
ぐ
二

回
の

室

氣
交

換
の

間
の

時

聞
は

約
一

分
三

十
秒
の

こ

と
が

多
い

。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　…

　

タ
マ

ガ
ム

シ

の

成
蟲
の

特
殊
の

點
．

タ

マ

ガ

ム

シ

の

成
蟲
は

次

の

點
で

他
の
ガ

ム

シ

の

成
蟲
と

異
る

．

　

 
　

體
は

牛
球
默
で

倒
と
な

つ

て

泳
ぐ
に

適
し

體
の

脊
を
下
に

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　…

向
け
て

水

中
を

蓮
動
す

．

　

 
　
泳

ぐ
に

は

後

肢
を

用
ひ
る

こ

と
な

く

中

肢
の

み

を

用
ふ

．

從
て

後
肢
は

短
く

水
を

押
す

毛
は

無
い

。

　

 
　
水

面
の

草
や

木
片
等
の

下

面
に

體
の

腹
面
を
接

し
て

靜
止

す
る

こ

と

多
く

擬
死
を

す
る．

　

 
　
各

複
眼
は

二

分
し
て

居
る

こ

と
ミ

ヅ

ス

マ

シ

の

樣
で

あ

る

　
ピ、
o

を
u
国
国

（

Oo

冨
o

営
Φ

多゚

国

き
蟇
切

暮゚
H

巳
旦

冨
一

b。噂

や

富
O

）

は

臥
ミ

鶯

註
§
恥

の

眼
の

二

分

す
る

點
に

て

此

屬
を

他
よ

b
區
別

し

■

餮
ぴ

肆

巳
ξ

諺

葺）
臣

暑
B
四
 

を

作
る

を
可

と
す
る

な

ら
ん

と
云

つ

た

が
、

予
は

今

記
し
だ

樣
に

此

昆
蟲
の

默
態
及
習
性
は

他
の
ガ

ム

シ

と

甚
異
つ

て

居
る

か

ら

頃
o

閤
冒

芻
の

読

を

適
當
と
思
ふ

．

　
　

　

　

水
中
で
體
の

脊
を
下

に
向
け
て

居
る
昆
蟲

　

水
中
で

常
に

體
の

脊
を
下

に

向

け
て

居
る

昆
蟲
及

體
の

脊
を
下

に

向
け
る

こ

と

の

あ
る

も
の

は
少

く
な
い
．

　

甲
蟲
類

。

小

形
の
ガ

ム

シ

類
及
ド
ロ

ム

シ

類
は

倒
と
な

り

張
力

あ
る

水
の

表

面
の

下

面
の

上

を
歩

む
こ

と
が

あ
る

。

タ

マ

ガ
ム

シ

に

就
て

は

既
に

記
し
だ

．

叉
予
は

グ
ン

ゴ

ロ

ク

O
慧
爵

§
。。

関

の

威
蟲
の
一

匹

が

水

面
で

饐
の

腹
面
を

上
に

向
け
て

泳
ぐ
の

を
見
紀

こ

と
が

あ

る

（

一

九
一

九

年
十
一

月
三

日
、

東
京
に

て

觀
察
す
） ．

　

有
吻
類

。

マ

ッ

モ

ム

シ

は

常
に

倒
と
な

つ

て

泳
ぐ
は

人
の

知
る

所
で

あ
る

．

ア

メ

ン

ボ

ク

矯

ミ
、

詠

の

若
い

幼
蟲
は

倒
と

な
つ

て

泳

ぐ
こ

と
あ

る

は

予
の

既

に

報

じ
セ

所
で

あ
る

。

　
タ

ガ

メ

閑、
町

ぎ
ミ
鷺
＆

及
コ

オ

ヒ

ム

シ

齧
さ

§・
＆
§
§

は
水

面

に

靜
止

す
る

時

體
の

腹
面
を
上

に

向
け
る

こ

と
が

あ
る
．

殊
に

タ

ガ

メ

は

脱
皮
す
る

時
水

面
で

腹
面
を

上
に

向
け

る

こ

と

が

多
い

．

ミ

ヅ

カ

マ

キ

リ

鵠

§
ミ
黍

の

幼
蟲
は

水

中
の

草
に

靜
止

す
る

時

稀
に

體
の

下

面
を

上

に

向

け
る

．

　
ッ

ヤ

ミ

ヅ
ム

シ

§
§
。

§
餮
・

逵
蕊

§b
§

塾
冨

角
。・．

は

泳
ぐ

時

は

常
に

體
脊
を
上

に

向
け
る

が

水

面
に

淨
び
上

る

時
は

體
の

下

面

を

上
に

向

け
る

こ

と
が

甚
多
い

。

又

水
面
或
は

水

底
で

靜
止

す
る

時
に

も
體
の

下

面
を
上

に

向
け
る

こ

と
が

あ

る
。

　

此
他
イ

ト

ト

ン

ボ

の

幼

蟲
及

蚊
の

幼
蟲
等
は

水

中
で

體
の

下

面

を

上
に

向
け

る

こ

と
が

あ
る

．
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ガ

ム

シ

及
多
く

の

水

棲
孚
翅
類
は

水
中
で

は

饐
の

腹
面
に

室

氣

を

保
つ

．

室
氣
は

水
よ

h
も

甚
輕
い

か

ら

之

等
昆

蟲
の

體
は

水
中

で

は

其

腹
面
が

上

に

な

ら

う
と
す

る

傾

向
が

あ
る

の

は

明
で

あ
る

殊
に

體
の

厚
い

昆
蟲
に

於
て

然
り
で

あ
る

．

體
の

厚
い

ヅ

ヤ

ミ

ヅ

ム

シ．

は

體
の

腹
面
を
上
に

向
け
る

こ

と
の

多
い

の

は

此

理

由
に

因

る

の

で

あ

ら

う
，

從
て
サ

ッ

モ

ム

シ

及
タ

マ

ガ

ム

シ

の

如

く
灘
の

厚
い

昆

蟲
は

倒

と
な

b
輕
い

腹
面
を
上

に

向

け
て

居
る

方
が

安
定

で

あ

ら

う
．

叉

外
に

新
し
い

室

氣
を

得
る

た

め

に

は

軆
の

腹
面

を

上

に

向
け

て

居
た

方
が

都
合
が

よ
い

で

あ
ら

う。

普
逋
の

娶
勢
で

泳

ぐ
タ

ガ

メ

が

水
面
で

倒

と
な
る

の

は

此
理
に

因

る

所
大
で

あ

ら

．
フ

．

　
此

の

如

く

體
の

下

面
に

室
氣
を

保
つ

水
棲
昆
蟲
は

倒
と
な

ら
ん

と
す
る

傾
向

を

有
す
る

の

で

あ
る

．

　
マ

ツ

モ

ム

シ

及
タ

守

ガ

ム

シ

等
の

倒
と

な

つ

て

泳
ぐ
習

性
は

此

の

如

（
に

し
て

生
じ

た
の

で

あ

ら

う．

　
　
　
　

支
那
産
雀
膳
は

雀
膳
の

誤
で

あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

薛

　
　
　
徳

　

　

　
晴

　

毛
〉

義
勇

氏
發

表
の

論
文
．．
O
諱

甦

三

冖、
ぎ

矍
訴

コc
け

畧

瑟

亀

卜
？

 

ぎ

き
。・

欝
黠

論

§
§
詮
恥

寓
「・
国

畫

羇
匿
．、

の

中
に

「

よ

し

實
捺
の

標
本
は

未
だ

歐
米
の

學
者
に

よ

つ

て

知
ら
れ
て

な
い

と
し
て

も
レ

ビ

ソ

ス

プ

ウ
ス

が

支

那
に

産
す
る

と

云
ふ

事
は

認
む
べ

き
理

由
の

あ

る

も

の

｝
思
ふ

の

で

あ
る

。

又

卜

巷
ミ
ε
巒

§
（

11b

§

ぎ
§
箋

）

恥

簿
−

§
釜

ヒ」

皀
簧

霧

の

名

も
一

つ

の
『

有
名

無
實
』

と

し
て

筌

し
ζ

葬
り

去
ち

る
べ

き

も
の

で

な

い

と
患
惟

す
る

の

で

あ
る

。

L

と
い

ふ

結

論
が

あ
っ

た
．

余
は
鍾

頃

支
那
の

古
典
を

調
べ

て

聊
松
本

博
士

と
同
一

の

意
見
を

抱
い

て

居
る

。

即
ち

雀
膳
は
｝

種
の

理

想

的
圖

畫
に

外
な

ら
澱
。

臼

臼

出
つ

題
冨
語

鼠

客

氏
の

名
づ

け
だ
、、

日

器
昌
犀

吾
言
．，

と
い
，

浦

字
は

支

那
の

人
の

發
昔

或
は

「

雀
膳
」

か

ら

綴
成

し
茫

語

で

あ

る

か

否
か

は

分
ら
な
い

が

其
の

音
は

確
に

支

那
の

音

で

あ
る

こ

と
は

疑
ふ

餘

地
が

な

い
。

拂
弓
胆

 

巳^

は
「

雀
」

「

鮪
」

（
鏃

蕁
に

導、
叉

・

蜜
の

音
は

「

繕
」

「

鱒
・

「

饐
」

驫
聾

の

字
に

近
い

．

即

ち

「

雀

繕
」

「

雀
黷
」

「

雀
鰭
」

「

餓
鱒
」

等
の

昔

の

中
先
づ

後
の
こ

者
か

ら

論
す
る
．

　
鱸
と
鱒

と
は
同
｝

綱

に

屬
し、

鱒
は

支
那
の

江
海
に

極

普

逋
な

る

魚
で
、

其
の

體
の

形
賦
も
亦

人
の

よ
く

知
る

所
で
、

且

書
に

於

い

て

は

常
に

鱠
と

同

類

に

見
な

さ

る

る

も
の

で

あ
る

。

李
時
珍
の

説
鱠

を
觀
る

に

「

鮪
出
江
潅
黄
河
深

處
。

無

鱗
大

魚
也

．

其
状
似

鱒
．

其

色
灰
臼。

其

背
有
骨
甲
三

行
。

其

鼻
長

。

有
鬚。

其
口

近

頷
下

。

其

尾
岐。

其

禺

也
以
三

月．

逆
水
而

上。

其

居
也

在

磯
石

湍
流
之

間
、

其
食

也
張
口

接
物。

聽
其

自
入

。

其

行

也
在
水

底。

去
地

數
寸

。

漁
人

以
小

鉤

近
干

沈
而

取
之

。

」

と
云

ふ
。

鱧

と

鱒
と
は

同
一

の

も
の

で

あ
る

こ

と

は

分
か

る
。

そ

れ

故
に
．

勇
・・

の

昌

匿

曁
雪．．

は
「

鰉
鱒
」

の

こ

と

を
云

ふ

の

か

も

知
れ

の
。

叉

他
方
面
か

ら

推
想

し
て

見

れ
ば

其
の

嘴
の

形
の

よ
く

雀
に

似
て

、

體
部
は

叉

薦
に

似

て

居
る。

よ
つ

て
「

雀
鱒
」

の

こ

と

を
云

ふ

の

か

も
知
れ

ぬ
。

眞
に

如

斯
な

ら
ば

考
跨

雪
皇

氏
第
三

種
の

想

像

ー
書
は

實
際
に

生

き
・

て

居
る

か

或
は

近

頃
に

な

つ

て

死
滅
し
陀

支

那
等
の

標

本
に

就
い

て

畫
い

陀

も

の

と
患
ふ

よ
り

外
な
い

の

で

あ
る

が

ー
は

成
立

つ

か

も

知
れ
な
い

が、
“

後
に

擧
げ
る

所
の

證
據
を

観
れ

ば
雀

膳
は

ま
る
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